
一

『
陸
奥
話
記
』
は　

源
頼
義
・
義
家
父
子
が
奥
州
陸
奥
国
の
俘
囚
阿
倍
氏
一
族

を
滅
ぼ
し
た
奥
州
十
二
年
合
戦
（
一
〇
五
一
〜
六
二
＝
前
九
年
の
役
）
を
描
い

た
作
品
で
、『
将
門
記
』
と
と
も
に
初
期
軍
記
に
属
す
る
。
巻
末
注
記
に
、

　
　

�

今
抄
国
解
之
文
、
拾
衆
口
之
話
、
注
之
一
巻
、
以
小
生
千
里
外
、
定
多
紕

謬
之
。
知
実
者
正
之
而
已�� 1

と
あ
り
、
作
者
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
戦
闘
の
あ
っ
た
現
地
か
ら
遙
か

彼
方
の
京
都
在
住
、「
国
解
之
文
」
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
役
職
・
地
位
、
相

当
程
度
の
漢
詩
文
の
知
識
、
ま
た
、「
衆
口
之
話
」
へ
の
関
心
等
が
作
者
の
属

性
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
立
場
は
全
体
的
に
は
朝
廷
の
側
に
あ
り
、

物
語
は
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
」
蝦
夷
の
末
裔
で
あ
る
阿
倍
氏
征
討
の
記
と
し
て
の
色

彩
が
強
い
。
し
か
し
、
冒
頭
部
、
子
息
貞
任
を
守
る
た
め
に
一
族
の
命
運
を
賭

け
て
立
ち
上
が
る
阿
倍
頼
良
の
決
意
表
明
、
終
結
部
に
は
十
三
歳
の
千
代
童
子

の
処
刑
、
貞
任
の
首
を
泣
く
泣
く
梳
る
従
者
の
忠
義
の
姿
な
ど
も
描
か
れ
て
お

り
、
滅
亡
す
る
阿
倍
氏
に
対
す
る
惜
別
の
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
の
阿
倍
氏
を
討
っ
た
の
が
源
頼
義
・
義
家
の
父
子
で
あ
り
、
源
氏
は
そ
の

後
「
後
三
年
の
役
」
を
経
て
、武
門
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

物
語
は
奥
六
郡
（
陸
奥
国
に
俘
囚
の
居
住
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
胆
沢
・
江

差
・
稗
貫
・
紫
波
・
岩
手
の
六
郡
）
に
俘
囚
（
京
都
の
朝
廷
に
従
属
す
る
蝦
夷
）

の
長
と
し
て
威
勢
を
振
る
う
阿
倍
頼
良
（
後
に
頼
時
と
改
名
）
の
紹
介
か
ら
始

ま
る
。
阿
倍
頼
良
は
、
父
祖
の
代
か
ら
の
俘
囚
の
長
と
し
て
、
奥
六
郡
に
勢
力

を
振
る
い
、
義
務
で
あ
る
税
も
納
め
ず
、
徭
役
も
勤
め
な
か
っ
た
。
勢
力
を
少

し
ず
つ
拡
大
し
て
衣
川
以
南
ま
で
進
出
す
る
に
及
ん
だ
。
代
々
の
専
横
を
制
止

で
き
る
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
永
承
年
間
（
一
〇
四
六
〜
五
三
）
に
、
当
時
の
陸
奥
守
藤
原
登
任

が
「
発
数
千
兵
攻
之
」
数
千
の
兵
力
で
阿
倍
氏
を
攻
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

武
力
で
阿
倍
氏
を
従
え
よ
う
と
し
た
登
任
の
試
み
は
失
敗
し
、
国
守
側
は
大
敗

を
喫
し
た
。
こ
れ
を
受
け
「
追
討
将
軍
」
と
し
て
登
場
す
る
の
が
源
頼
義
で
あ

る
。
阿
倍
氏
の
専
横
で
は
じ
ま
り
、「
追
討
将
軍
」
の
任
命
、
そ
し
て
、
阿
倍

氏
の
滅
亡
を
経
て
、「
将
軍
」
源
頼
義
を
は
じ
め
と
す
る
官
軍
の
功
労
者
へ
の

論
功
行
賞
で
終
わ
る
『
陸
奥
話
記
』
は
、
一
貫
し
て
、
謀
反
人
討
伐
の
物
語
で

あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

安
藤　

淑
江
（
人
間
発
達
学
部
）　　
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征
夷
の
物
語
と
し
て
の
『
陸
奥
話
記
』

　
　
　
　
　
　

─
頼
義
の
「
将
軍
」
呼
称
を
め
ぐ
っ
て

─
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『
陸
奥
話
記
』
は
源
頼
義
の
人
と
な
り
を
、
そ
の
経
験
、
武
芸
、
妻
子
、
人
望
等
、

多
彩
な
観
点
か
ら
詳
細
に
紹
介
す
る
。「
追
討
将
軍
」
源
頼
義
は
「
衆
議
所
帰
、

独
在
源
朝
臣
頼
義
」「
天
下
素
知
才
能
、
服
其
採
択
」
と
、
余
人
を
考
慮
す
る

余
地
が
皆
無
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
、
阿
倍
氏
討
伐
の
任
務
を
担
う
者
と
し

て
登
場
す
る
。
源
頼
義
は
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。
国
家
の
権

力
を
背
景
に
阿
倍
氏
追
討
の
任
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
於
是
朝
廷

有
議
択
追
討
将
軍
。
…
…
拝
為
陸
奥
守
、
兼
鎮
守
府
将
軍
、
令
討
頼
良
」
と
あ

る
。

　

そ
の
源
頼
義
が
任
じ
ら
れ
た
「
陸
奥
守
」
だ
が
、『
職
員
令
』
に
、

　
　

大
国

　
　

�

守
一
人
。掌
祠
社
。戸
口
簿
帳
。字
養
百
姓
。勧
課
農
桑
。糺
察
所
部
。貢
挙
。

孝
義
。
田
宅
。
良
賤
。
訴
訟
。
租
調
。
倉
廩
。
徭
役
。
兵
士
。
器
仗
。
鼓

吹
。
郵
駅
。
伝
馬
。
烽
候
。
城
牧
。
過
所
。
公
私
馬
牛
。
闌
遺
雑
物
。
及

寺
。
僧
尼
名
籍
事
。
余
守
准
此
。
其
陸
奥
。
出
羽
。
越
後
等
国
。
兼
知
饗

給
。
征
討
。
斥
候
。2
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
守
は
国
家
権
力
を
背
景
に
、
そ
の
国
の
万
事
を
指
揮
統
括
す

る
。
そ
の
中
に
は
租
税
の
徴
収
も
、
軍
事
力
の
行
使
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
陸

奥
国
で
は
、
俘
囚
を
懐
柔
し
あ
る
い
は
討
伐
し
情
報
収
集
を
行
う
の
も
ま
た
国

守
の
役
割
で
あ
っ
た
。
前
任
の
陸
奥
守
藤
原
登
任
が
阿
倍
氏
を
攻
め
た
の
も
、

国
守
と
し
て
、「
不
輸
賦
貢�

無
勤
徭
役
」
の
阿
倍
氏
を
放
置
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

一
方
「
鎮
守
府
将
軍
」
は
令
外
の
官
で
あ
り
、
職
掌
の
成
文
法
上
の
根
拠
は

不
明
で
あ
る
。
陸
奥
国
に
は
、
蝦
夷
・
俘
囚
の
存
在
を
念
頭
に
、
城
柵
の
建
設
・

管
理
や
軍
事
（
警
護
・
防
御
・
征
討
）
を
担
当
す
る
「
鎮
守
府
」
が
常
設
さ
れ

た
。
そ
の
鎮
守
府
の
長
官
が
鎮
守
府
将
軍
で
あ
る
。
陸
奥
守
の
職
掌
に
重
な
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
陸
奥
守
が
こ
れ
を
兼
ね
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
な
お
、

『
陸
奥
話
記
』
は
、「
拝
為
陸
奥
守
、
兼
鎮
守
府
将
軍
」
と
し
て
、
源
頼
義
は
同

時
に
陸
奥
守
及
び
鎮
守
府
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
が
、
史
実

を
確
認
す
る
と
、
頼
義
の
任
陸
奥
守
は
永
承
六
（
一
〇
五
一
）
年
、
任
鎮
守
府

将
軍
は
二
年
後
の
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る�� 3
。

　

さ
て
、
源
頼
義
が
陸
奥
に
着
任
し
て
み
る
と
、
上
東
門
院
御
悩
に
よ
る
大
赦

が
あ
り
、
阿
倍
頼
良
の
罪
も
許
さ
れ
た
。
陸
奥
守
源
頼
義
は
阿
倍
頼
良
を
討
つ

必
要
が
な
く
な
る
。
阿
倍
頼
良
は
頼
時
と
名
を
変
え
て
、
恭
順
の
意
を
表
す
る

の
で
あ
っ
た
。
物
語
は
そ
の
理
由
を
「
守
と
同
じ
名
で
あ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
」
と
伝
え
る
。
大
赦
を
受
け
入
れ
、
名
前
を
変
え
た
の
は
、
朝

廷
へ
の
服
属
を
意
味
す
る
。
朝
廷
に
従
わ
な
い
者
は
い
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
し
て
、「
境
内
両
清
、
一
任
無
事
」
頼
義
の
守
と
し
て
の
任
期
中
、

陸
奥
の
国
内
は
何
事
も
な
く
穏
や
か
に
過
ぎ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
頼
義
の
陸
奥
守
の
任
期
の
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
い
う
時
に
な
っ

て
、
阿
久
利
川
事
件
が
起
き
て
事
態
は
一
変
す
る
。
権
守
藤
原
説
貞
の
子
息
光

貞
・
元
貞
が
野
宿
中
に
人
馬
を
殺
生
さ
れ
、
容
疑
者
と
し
て
、
安
倍
頼
時
の
長

男
貞
任
の
名
が
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
直
前
ま
で
恭
順
の
意
を
表

し
て
い
る
頼
時
が
、
頼
義
の
陸
奥
守
任
期
満
了
が
迫
っ
た
こ
の
時
に
な
っ
て
新

た
に
争
議
を
起
こ
す
謂
わ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
阿
久
利
川
事
件
は
頼
義
の
謀

略
・
挑
発
で
あ
る
と
も
、
ま
た
頼
義
帰
京
後
に
不
安
を
抱
い
た
権
守
藤
原
説
貞

の
陰
謀
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
事
実
」
は
分
か
ら
ず
、
物
語
読

解
上
の
不
審
は
残
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、『
陸
奥
話
記
』
で
は
、
こ
の
事
件

を
契
機
に
平
和
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
早
急
に
貞
任
を
召
喚
し
て
罪
し
よ

う
と
す
る
頼
義
に
対
し
、
阿
倍
頼
時
は
貞
任
を
守
ろ
う
と
、
国
府
軍
の
侵
攻
を

未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
衣
川
の
関
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。
源
頼
義
は
阿
倍
氏
を
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討
つ
べ
く
大
軍
を
発
す
る
。
こ
う
し
て
起
こ
っ
た
戦
闘
は
、
阿
倍
頼
時
の
死
後

も
断
続
的
に
続
い
て
、
最
終
的
に
は
阿
倍
氏
の
滅
亡
ま
で
継
続
す
る
。
そ
し
て
、

「
追
討
将
軍
」
と
し
て
登
場
し
た
源
頼
義
を
、『
陸
奥
話
記
』
は
こ
の
期
間
を
通

し
て
「
将
軍
」
と
呼
び
続
け
て
い
る
。
追
討
将
軍
の
指
揮
す
る
官
軍
に
よ
る
征

夷
の
物
語
。
し
か
し
、
源
頼
義
は
物
語
の
全
て
の
時
間
に
亘
っ
て
、
物
語
が
い

う
と
お
り
、
朝
廷
の
権
力
を
背
景
に
し
た
「
追
討
将
軍
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る

か
ど
う
か
。
頼
義
の
「
将
軍
」
と
い
う
呼
称
は
、
物
語
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て

選
択
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

『
陸
奥
話
記
』
に
お
い
て
源
頼
義
の
実
名
が
記
さ
れ
る
例
は
少
な
い
。
最
初
は

「
追
討
将
軍
」と
し
て
登
場
し
た
頼
義
を
紹
介
す
る
場
面
で
、「
源
朝
臣
頼
義
」「
頼

義
朝
臣
」
と
あ
る
。
ま
だ
「
守
」
で
も
な
く
「
鎮
守
府
将
軍
」
で
も
な
い
段
階

な
の
で
当
然
で
あ
る
。
次
に
実
名
が
記
さ
れ
る
の
は
、
陸
奥
守
再
任
の
時
、
次

が
そ
の
再
任
の
任
期
が
切
れ
た
時
、
最
後
が
合
戦
後
の
論
功
行
賞
で
伊
予
守
に

な
っ
た
時
で
あ
る
。
官
職
の
変
動
の
際
に
実
名
を
記
し
て
い
る
。
他
に
、
康
平

五
（
一
〇
六
二
）
年
二
度
目
の
陸
奥
守
の
任
期
が
終
わ
り
新
任
国
司
の
入
国
に

際
し
て
、「
前
司
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
物

語
の
中
で
頼
義
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て「
将
軍
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん「
鎮

守
府
将
軍
」
で
も
あ
っ
た
頼
義
だ
か
ら
、「
将
軍
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
不
自
然
で

は
な
い
。
ま
た
、
武
門
の
棟
梁
と
し
て
の
頼
義
を
強
調
し
た
い
後
世
の
立
場
か

ら
は
頼
義
を
「
将
軍
」
と
呼
び
た
い
事
情
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ

う
に
「
守
」
も
ま
た
国
府
軍
を
統
括
す
る
立
場
で
あ
る
。
だ
か
ら
頼
義
を
「
守
」

と
呼
ん
で
い
て
も
「
追
討
将
軍
」
の
任
務
と
は
矛
盾
し
な
い
わ
け
だ
し
、
現
に
、

前
司
藤
原
登
任
は
陸
奥
守
と
し
て
阿
倍
氏
を
討
と
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
陸

奥
話
記
』
を
も
と
に
叙
述
さ
れ
た
ら
し
い
『
今
昔
物
語
』
巻
第
二
十
五
第
十
三

話
「
源
頼
義
朝
臣
、
罪
阿
倍
貞
任
等
語
」
で
は
、
頼
義
は
原
則
と
し
て
「
守
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
陸
奥
話
記
』
が
頼
義
を
「
将
軍
」
と
呼
ぶ

こ
と
の
積
極
的
理
由
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
陸
奥
話
記
』
の
中

で
は
合
戦
描
写
は
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
だ
か
ら
頼
義
は
「
将
軍
」
な

の
だ
、
と
い
う
説
明
も
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
陸
奥
話
記
』
の
中
で
、

頼
義
が「
守
」の
立
場
で
行
動
し
て
い
る
部
分
も
存
在
し
て
い
る
。『
陸
奥
話
記
』

が
頼
義
が
「
将
軍
」
と
呼
び
続
け
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
こ
と
で
、
物
語
の
描

き
出
す
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
い�� 4
。

『
陸
奥
話
記
』
に
お
け
る
、
国
守
と
し
て
の
源
頼
義
の
姿
を
見
て
い
こ
う
。
源

頼
義
が
陸
奥
守
と
し
て
着
任
直
後
、
上
東
門
院
御
悩
に
よ
る
大
赦
が
行
わ
れ
、

許
さ
れ
た
阿
倍
頼
良
は
頼
時
と
改
名
し
、
恭
順
の
意
を
表
す
。
改
名
の
理
由
は

「
同
大
守
名
、
有
禁
之
故
也
」
と
あ
る
。
阿
倍
頼
義
（
＝
頼
時
）
は
恩
赦
を
期

に
朝
廷
に
服
従
す
る
道
を
選
ん
だ
の
だ
が
、そ
れ
を
象
徴
的
に
表
す
の
が
「
守
」

と
同
音
の
名
を
遠
慮
す
る
、
と
い
う
行
為
だ
っ
た
と
い
う
。
阿
倍
頼
良
（
＝
頼

時
）
は
「
守
」
源
頼
義
の
名
を
憚
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、陸
奥
守
の
任
期
の
終
了
。「
一
任
無
事
」（
任
期
中
何
事
も
な
か
っ
た
）

「
任
終
之
年
」（
任
期
が
終
わ
っ
た
年
）
は
「
入
境
着
任
」
と
呼
応
し
て
、
国
守

と
し
て
の
任
期
で
あ
る
。
そ
の
後
の
叙
述
で
、
頼
義
は
、
国
守
の
任
期
満
了
を

控
え
て
、
府
務
を
行
う
た
め
に
鎮
守
府
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
阿
倍
頼

時
が
多
く
の
贈
り
物
を
「
悉
献
幕
下
」
し
た
と
い
う
。
そ
の
時
点
で
は
頼
義
の

「
鎮
守
府
将
軍
」
の
立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
、
阿
久
利

川
事
件
が
起
こ
り
、
阿
倍
頼
時
は
衣
川
の
関
を
塞
ぐ
。
こ
れ
に
頼
義
は
大
軍
を

差
し
向
け
る
。
頼
時
の
女
婿
平
永
衡
は
源
頼
義
に
従
っ
た
が
、
頼
義
は
永
衡
を

阿
倍
氏
側
に
密
通
の
嫌
疑
有
り
と
し
て
斬
り
、
同
じ
立
場
の
藤
原
経
清
が
自
分

に
も
同
様
の
嫌
疑
が
か
か
る
の
を
恐
れ
て
離
反
す
る
。
経
清
が
離
反
時
に
構
え
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た
流
言
の
た
め
、
頼
義
は
国
府
に
帰
ら
ざ
る
を
得
ず
、
有
利
に
戦
い
を
進
め
て

い
た
金
為
時
は
援
軍
を
得
ら
れ
ず
退
却
す
る
。
こ
れ
ら
の
緒
戦
の
期
間
を
通
し

て
、
源
頼
義
は
「
将
軍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
阿
久
利
川
が
起
こ
っ
た
際
、
源
頼
義
は
陸
奥
守
の
五
年
の
任
期
の
終

了
間
際
で
あ
っ
た
。
朝
廷
は
頼
義
に
替
わ
る
新
し
い
守
を
任
命
し
て
い
た
。
選

ば
れ
た
新
司
は
「
聞
合
戦
告
、
辞
退
不
赴
任
」
と
あ
る
。
合
戦
が
始
ま
っ
た
と

い
う
知
ら
せ
を
受
け
て
辞
退
し
て
し
ま
っ
た
。
新
司
の
覚
悟
の
な
さ
が
非
難
さ

れ
そ
う
な
事
態
で
は
あ
る
。
し
か
し
新
司
の
辞
退
は
本
人
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
朝
廷
の
あ
り
よ
う
を
も
反
映
し
て
い
る
。
新
司
を
決
め
た
段
階
で
（
と
い

う
よ
り
、
上
東
門
院
御
病
に
よ
る
大
赦
で
阿
倍
頼
時
の
罪
科
を
不
問
に
付
し
た

段
階
で
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
）、
朝
廷
は
既
に
頼
時
を
討
つ
意
思
を

な
く
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
新
任
の
守
の
戦
乱
理
由
の
辞
退
は
、
当
人
の

感
性
や
能
力
以
前
に
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を
新
た
に
守
に
選
ん
だ
朝
廷
の
判
断

の
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
新
司
に
は
阿
倍
氏
追
討
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、

と
理
解
で
き
る
。
だ
か
ら
「
聞
合
戦
告
、
辞
退
不
赴
任
」
す
る
よ
う
な
人
物
で

も
よ
い
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
既
に
合
戦
が
始
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
新
任
の
国
司
は
辞
退
し
て
し
ま
う
。
朝
廷
は
、
頼
義
を
再
度
陸

奥
守
に
任
じ
て
、
阿
倍
氏
征
伐
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。「
因
之
更
重
任

頼
義
朝
臣
、
猶
令
遂
征
伐

4

4

4

4

4

」
と
あ
り
、
源
頼
義
の
陸
奥
守
重
任
が
安
倍
頼
時
を

討
伐
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
鎮
守
府
将
軍
」
で
あ
る
こ
と
の

如
何
に
関
わ
ら
ず
（
鎮
守
府
将
軍
守
の
任
期
は
守
と
同
じ
五
年
で
あ
る
。『
陸

奥
話
記
』
は
こ
の
任
期
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
物
語
で
は
初
度
の
任
陸

奥
守
は
任
鎮
守
府
将
軍
と
同
時
で
あ
る
の
で
、
同
時
期
に
任
期
切
れ
に
な
る
は

ず
で
あ
る
）、
朝
廷
か
ら
見
た
と
き
に
、
初
度
の
任
命
時
と
同
様
、
今
回
も
頼

義
の
陸
奥
守
任
命
と
阿
倍
氏
征
伐
と
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
（
と

『
陸
奥
話
記
』
は
述
べ
て
い
る
）
と
判
断
で
き
る
。

　

し
か
し
、
源
頼
義
が
陸
奥
守
に
再
任
さ
れ
た
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
、
戦

乱
の
た
め
に
陸
奥
国
は
飢
饉
で
あ
っ
た
。
糧
食
に
事
欠
い
た
兵
士
た
ち
は
帰
郷

し
て
し
ま
い
、
再
度
の
招
集
、
阿
倍
氏
討
伐
策
の
策
定
等
の
間
に
時
間
が
経
過

し
、
翌
年
に
至
る
。
食
糧
不
足
の
前
に
頼
義
の
阿
倍
氏
追
討
は
足
踏
み
を
余
儀

な
く
さ
れ
る�� 5
。

　

翌
天
喜
五
年
秋
九
月
、
頼
義
は
「
進
国
解
、
言
上
誅
罰
頼
時
之
状
」
阿
倍
頼

時
誅
罰
を
報
告
す
る
国
解
を
提
出
し
て
い
る
。
国
解
と
は
国
衙
か
ら
中
央
官
庁

に
あ
て
た
報
告
書
で
あ
る
。
阿
倍
氏
征
伐
の
た
め
に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
頼

義
が
、
陸
奥
守
と
し
て
朝
廷
に
首
尾
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
。『
陸
奥
話
記
』

は
一
貫
し
て
頼
義
を
「
将
軍
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
も
頼
義
の
対
朝
廷

的
立
場
は
、「
陸
奥
守
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

頼
義
の
国
解
の
内
容
は
次
の
二
点
に
整
理
で
き
る
。
一
点
は
阿
倍
頼
時
を

討
ち
取
っ
た
こ
と
、
も
う
一
点
は
、
残
党
征
伐
の
た
め
に
、「
徴
発
諸
国
兵
士
、

兼
納
兵
粮
」
諸
国
か
ら
兵
士
駆
り
集
め
、
ま
た
兵
粮
を
集
め
る
こ
と
を
可
能
に

す
べ
く
太
政
官
符
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
随
賜
官
符
召

兵
粮
、
発
軍
兵
」
官
符
を
戴
き
次
第
、
兵
粮
を
集
め
軍
を
出
発
さ
せ
ま
し
ょ
う
、

と
頼
義
は
述
べ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
廷
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
。「
群
卿
議
不
同
。
未
行
勲
賞
」

公
卿
僉
議
で
は
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
勲
賞
は
行
わ
れ
な
な
い
ま
ま
に
時
間
が

経
過
し
た
の
だ
と
い
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
陸
奥
話
記
』
の
叙
述
か
ら
推

測
す
る
と
、
朝
廷
は
す
で
に
阿
倍
氏
討
伐
の
意
思
を
失
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に

戦
乱
が
起
き
た
の
で
、
頼
義
を
重
任
さ
せ
、
阿
倍
氏
討
伐
を
継
続
す
る
こ
と
に

し
た
と
理
解
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
頼
義
は
阿
倍
氏
を
討
伐
し
な
い
ま
ま
、
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一
年
余
を
経
過
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
最
初
の
任
命
の
時
に
は
期
待
さ
れ
て

い
た
が
、
大
赦
以
降
そ
の
期
待
は
な
く
な
り
、
再
任
後
も
す
ぐ
に
は
実
行
さ
れ

な
か
っ
た
阿
倍
氏
討
伐
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
倍
頼
時
殺
害
に
直
接
功
績
が
あ
っ

た
の
も
、頼
義
自
身
で
は
な
く
、頼
義
（
使
者
は
金
為
時
・
下
毛
野
興
重
）
の
「
甘

説
」
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
た
阿
倍
富
忠
で
あ
っ
た
。
恩
賞
の
議
論
が
紛
糾
し
た

の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
陸
奥
話
記
』
に
は
、
源
頼
義
が
残
党
討
伐
の
た
め
に
要
求
し
て
い

た
太
政
官
符
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
こ
れ
も
す
ぐ
に
は
出
さ
れ
な
か
っ
た

と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
、
朝
廷
の
意
思
が
阿
倍
氏
討
伐
に
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
頼
義
は
近
隣
諸
国
か
ら
新
た
な
兵

を
得
る
こ
と
も
、
ま
た
、
戦
闘
を
継
続
す
る
た
め
の
兵
粮
も
入
手
で
き
な
い
ま

ま
に�� 6
、
貞
任
を
討
と
う
と
発
進
し
、
黄
海
で
大
敗
を
喫
す
る
。『
陸
奥
話
記
』

は
朝
廷
の
援
助
を
え
ら
れ
な
い
ま
ま
阿
倍
氏
討
伐
に
苦
闘
す
る
頼
義
像
を
描
く

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、『
陸
奥
話
記
』
は
、
大
敗
し
て
主
従
七
騎
に
な
っ
た
頼
義
の
姿
、

長
男
義
家
の
活
躍
、
主
人
の
た
め
に
果
敢
に
戦
い
命
を
散
ら
し
て
い
く
郎
等
た

ち
、
行
方
不
明
の
頼
義
の
亡
骸
を
探
す
た
め
に
出
家
姿
と
な
っ
た
郎
等
の
姿
な

ど
、
頼
義
と
郎
等
の
主
従
の
絆
の
強
さ
を
描
く
。
そ
し
て
続
い
て
、
同
じ
天
喜

五
（
一
〇
五
七
）
年
十
二
月
の
国
解
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
に
は
陸
奥
守
源
頼
義

よ
り
朝
廷
に
対
し
窮
状
を
訴
え
る
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

諸
国
兵
粮
・
兵
士
、
雖
有
徴
発
之
名
、
無
到
来
之
実
。
当
国
人
民
、
悉
越

他
国
不
従
兵
役
。
先
移
送
出
羽
国
之
所
、
守
源
朝
臣
兼
長
、
敢
無
糾
越
心
。

非
蒙
裁
許
者
、
何
遂
討
撃
。

　

物
語
中
に
叙
述
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
国
解
か
ら
推
測
す
る
と
、
黄
海

の
戦
の
後
に
な
っ
て
、
諸
国
か
ら
兵
粮
や
兵
士
の
徴
発
を
許
可
す
る
官
符
が
届

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
官
符
自
体
は
発
給
さ
れ
た
も
の
の
、
実

際
に
は
諸
国
か
ら
の
兵
士
や
兵
粮
は
な
か
っ
た
。
陸
奥
国
の
人
民
も
、
兵
役
を

嫌
っ
て
他
国
に
逃
れ
て
し
ま
う
。
逃
亡
し
た
先
は
出
羽
で
、
守
源
兼
長
は
、
頼

義
の
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
逃
亡
者
取
り
締
ま
り
を
し
な
い
。
こ
れ
で
は
と
て

も
阿
倍
氏
を
討
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
こ
の
国
解
は
訴
え
て
い
る
。

　

さ
す
が
に
朝
廷
も
こ
れ
を
等
閑
視
で
き
な
か
っ
た
の
か
、「
於
是
、
朝
家
、

止
兼
長
朝
臣
之
任
、
以
源
朝
臣
斉
頼
為
出
羽
守��

7

、
令
共
撃
貞
任
」
出
羽
守

兼
長
の
任
を
止
め
、
源
斉
頼
を
出
羽
守
に
任
命
し
て
、
頼
義
と
と
も
に
阿
倍
氏

討
伐
の
任
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
「
而
斉
頼
乍
蒙
不
次
恩
賞
、

全
無
征
伐
之
心
。
諸
国
軍
兵
々
粮
又
以
不
来
」
新
任
の
出
羽
守
も
阿
倍
氏
討
伐

に
協
力
す
る
意
思
は
な
く
、
諸
国
か
ら
の
兵
粮
・
軍
兵
も
送
ら
れ
て
は
こ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
広
範
囲
の
非
協
力
状
況
の
中
で
、
頼
義
も
一
旦
は
阿
倍
氏
討
伐
を

休
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、事
態
は
膠
着
状
態
の
ま
ま
、康
平
五（
一
〇
六
二
）

年
ま
で
五
年
が
経
過
す
る
。

　

こ
の
間
、
阿
倍
貞
任
は
増
長
の
度
を
高
め
、
藤
原
経
清
は
私
的
な
徴
収
令
状

で
本
来
国
に
納
め
る
べ
き
貢
納
米
を
掠
取
し
た
。
経
清
は
「
可
用
白
符
、
不
可

用
赤
符
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
白
符
は
経
清
の
私
的
な
徴
収
令
状
、
赤
符
は
国

府
の
公
的
な
徴
収
令
状
で
あ
る
。
経
清
の
言
は
国
府
の
権
威
を
否
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
陸
奥
話
記
』
は
「
将
軍
不
能
制
之
」
と
い
う
。
租

税
の
徴
収
に
関
し
て
、
頼
義
は
清
経
の
収
奪
に
任
せ
る
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
の

だ
。
租
税
の
徴
収
は
国
守
の
任
務
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、頼
義
の
立
場
は
「
守
」

と
す
る
方
が
よ
り
適
切
な
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
『
陸
奥
話
記
』
は
こ
の
場
面

に
お
い
て
も
頼
義
を
「
将
軍
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

頼
義
は
出
羽
国
山
北
三
郡
の
俘
囚
の
長
清
原
光
頼
・
舎
弟
武
則
兄
弟
を
味
方
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に
つ
け
よ
う
と
す
る
。「
常
以
甘
言
、
説
出
羽
山
北
俘
囚
主
、
清
原
真
人
光
頼

舎
弟
武
則
等
、
令
与
力
官
軍
」
と
あ
る
か
ら
、
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
説
得
を
試

み
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
与
力
官
軍
」
と
い
う
か
ら
、
阿
倍
氏
に
対
峙
す

る
に
あ
た
っ
て
「
官
軍
」
に
与
す
る
こ
と
の
利
点
が
大
き
な
説
得
材
料
と
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
光
頼
ら
は
動
か
ず
、「
将
軍
、
常
贈
以
珍
奇
、
光
頼

武
則
等
、
漸
以
許
諾
」
と
あ
る
。
贈
り
物
攻
勢
に
よ
っ
て
頼
義
は
よ
う
や
く
光

頼
ら
か
ら
協
力
の
約
束
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
結
局
頼
義
の
私
的
な

接
近
に
よ
っ
て
動
い
た
と
い
え
る
。
頼
義
の
二
度
目
の
陸
奥
守
任
期
は
、
結
局
、

朝
廷
や
周
辺
諸
国
の
非
協
力��
8

の
中
で
、
阿
倍
氏
に
対
し
て
は
何
事
も
な
し

え
ず
、
清
原
氏
の
盟
約
を
取
り
付
け
た
時
点
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

『
陸
奥
話
記
』
が
次
に
描
く
の
は
康
平
五
（
一
〇
六
二
）
新
し
い
国
守
の
任
命

で
あ
る
。
天
喜
五
（
一
〇
五
七
）
年
、
再
度
の
陸
奥
守
任
命
直
後
に
黄
海
の
戦

で
大
敗
し
て
か
ら
五
年
間
、
頼
義
は
清
原
氏
の
盟
約
を
取
り
付
け
た
の
が
唯
一

の
成
果
で
、
阿
倍
氏
側
に
官
物
を
収
奪
さ
れ
て
も
な
す
す
べ
も
な
い
ま
ま
で

あ
っ
た
の
は
前
述
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
に
は
、
そ
の
間
、

記
事
ら
し
い
記
事
は
な
く
、
時
間
の
経
過
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
新
し
い
守
高
階

常
重
は
陸
奥
に
入
り
着
任
し
た
が
、
ま
も
な
く
帰
京
し
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由

は
「
是
国
内
人
民
、
皆
随
前
司
指
撝
故
也
」
と
す
る
。
陸
奥
の
人
民
が
前
の
国

司
で
あ
る
頼
義
の
言
う
こ
と
し
か
聞
か
ず
、
新
任
の
陸
奥
守
は
国
司
の
職
務
を

な
し
え
な
い
状
態
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
見
頼
義
の
人
望
を
伺

わ
せ
る
表
現
に
見
え
る
が
、
裏
返
せ
ば
、
本
来
な
ら
国
司
の
任
期
の
終
わ
っ
た

頼
義
は
職
務
を
新
任
の
国
司
に
譲
り
渡
す
べ
き
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新

任
国
司
の
着
任
を
妨
げ
、
陸
奥
国
を
牛
耳
り
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る��

9

。
陸
奥
国
内
の
情
勢
を
巡
っ
て
京
都
で
の
「
朝
議
紛
紜
」
は
当
然
と
い

え
よ
う
。
な
お
こ
こ
で
頼
義
は
「
前
司
」
と
呼
ば
れ
、「
将
軍
」
で
な
い
呼
称

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
新
任
の
国
司
と
前
任
の
国
司
（
頼
義
）
の
対
比
を
明
確

化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

「
前
司
」
源
頼
義
は
、
盟
約
を
取
り
付
け
た
清
原
光
頼
・
武
則
兄
弟
に
頻
り
に

援
軍
を
求
め
、
七
月
に
武
則
が
子
弟
と
一
万
余
人
の
兵
を
率
い
て
出
羽
か
ら
陸

奥
へ
国
境
を
越
え
た
。
七
月
二
十
六
日
頼
義
は
狂
喜
し
三
千
余
人
を
率
い
て
出

発
し
た
。
両
者
は
八
月
九
日
に
栗
原
郡
営
岡
で
出
会
う
。『
陸
奥
話
記
』
は
二

人
の
対
面
の
場
面
を
「
邂
逅
遭
遇
、
互
陳
心
懐
、
悲
喜
交
至
」
と
描
く
。
出
会

い
の
感
動
を
印
象
づ
け
る
表
現
で
あ
る
。
十
六
日
、
諸
兵
を
五
陣
に
分
け
て
陣

容
を
整
え
た
。
軍
勢
の
主
力
は
清
原
武
則
が
率
い
て
き
た
兵
士
た
ち
で
あ
る
。

ま
た
陣
ご
と
に
「
押
領
使
」
を
定
め
た
が
、
そ
れ
も
武
則
の
子
息
や
甥
た
ち
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
押
領
使
は
国
司
が
国
解
に
よ
り
国
内
の

有
力
武
士
の
な
か
か
ら
推
挙
し
、
太
政
官
符
で
任
命
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
す

で
に
陸
奥
守
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
朝
議
紛
紜
」
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
源
頼
義
が
陸
奥
国
内
の
武
士
で
は
な
い
清
原
氏
の
一
族
か
ら
「
押
領
使
」
を

定
め
た
、
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
押
領
使
」
は
各
陣
の
大
将

の
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
敢
え
て
公
的
な
役
職
名
を
用
い
て
い
る
こ

と
は
、
軍
勢
に
「
官
軍
」
め
い
た
色
合
い
を
付
与
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

頼
義
の
率
い
る
軍
勢
に
「
官
軍
」
的
色
合
い
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
『
陸
奥

話
記
』
の
意
図
は
、
続
く
武
則
の
誓
詞
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　
　

�

於
是
、
武
則
、
遙
拝
皇
城
、
誓
天
地
言
、
臣
既
発
子
弟
、
応
将
軍
命
、
志

在
立
節
、
不
顧
殺
身
、
若
不
苟
死
、
必
不
空
生
、
八
幡
三
所
、
照
臣
中
丹
、

若
惜
身
命
不
致
死
力
者
、
必
中
神
鏑
先
死
矣
。

　

武
則
は
皇
居
を
遙
拝
し
、
天
地
に
誓
う
。「
将
軍
」
の
命
令
に
応
じ
る
た
め

子
弟
を
率
い
て
出
陣
し
て
き
ま
し
た
。
主
上
に
忠
節
を
立
て
る
事
を
志
と
し
、
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命
を
賭
け
て
戦
い
、
身
を
顧
み
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
な
な
か
っ
た
場
合

は
、
空
し
く
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
生
き
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ

は
戦
果
を
あ
げ
た
時
で
す
）。
武
則
が
照
覧
あ
れ
と
祈
っ
た
八
幡
神
は
、
源
氏

の
氏
神
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
皇
祖
神
で
も
あ
る��

10

。
そ
の
八
幡
神
に
死
力

を
尽
く
し
て
戦
う
こ
と
を
誓
う
武
則
の
言
葉
は
、
朝
廷
へ
の
服
従
・
忠
誠
を
誓

い
つ
つ
、
同
時
に
、
こ
の
軍
勢
の
向
か
う
と
こ
ろ
が
朝
廷
の
意
思
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
軍
勢
が
「
官
軍
」
で
あ
る
こ
と
を
、
印
象
づ
け
る

結
果
に
な
っ
て
い
る
。
軍
勢
の
上
を
鳩
が
翔
る
。
八
幡
神
が
誓
願
を
承
れ
た
印
、

戦
勝
の
瑞
相
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
と
き
軍
勢
を
率
い
る
源
頼
義
は
陸
奥
守

で
は
な
く
、
朝
廷
で
は
そ
の
取
り
扱
い
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
陸
奥
話
記
』
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
戦
闘
に
お
け
る
源
頼
義
の
、
少
な
く
と
も

「
守
」
と
し
て
官
軍
（
＝
国
府
軍
）
を
率
い
る
権
威
の
根
拠
の
不
確
か
さ
を
す

で
に
叙
述
し
て
い
た
。
で
は「
将
軍
」と
し
て
な
ら
ど
う
な
の
か
。
物
語
は
冒
頭
、

当
時
の
陸
奥
守
藤
原
登
任
の
阿
倍
氏
討
伐
失
敗
を
受
け
て
「
於
是
朝
廷
有
議
択

追
討
将
軍
」
と
し
て
源
頼
義
を
選
ん
で
い
る
。
阿
倍
氏
追
討
の
役
割
を
命
じ
ら

れ
た
も
の
の
呼
称
と
し
て
「
将
軍
」
の
名
称
を
与
え
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
そ

の
結
果
と
し
て
、「
拝
為
陸
奥
守
、
兼
鎮
守
府
将
軍
、
令
討
頼
良
」
と
、
源
頼

義
が
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
陸
奥
話
記
』

の
叙
述
は
、
阿
倍
氏
追
討
将
軍
を
選
ん
だ
結
果
が
源
頼
義
で
あ
り
、
そ
の
源
頼

義
が
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
順
序
で
な
さ
れ
て
い
る
。

朝
廷
が
頼
義
に
阿
倍
使
追
討
を
期
待
し
て
い
る
限
り
、
役
職
に
か
か
わ
ら
ず
源

頼
義
は
「
追
討
将
軍
」
で
あ
る
と
は
い
え
る
。
し
か
し
、
朝
廷
の
阿
倍
氏
討
伐

の
意
図
が
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。「
鎮
守
府
将
軍
」
に
関
し
て
は
、
最
初
に
阿
倍
頼
良
（
＝
頼
時
）

を
撃
つ
べ
く
陸
奥
に
下
向
し
た
と
き
に
、
陸
奥
守
と
併
せ
て
鎮
守
府
将
軍
に
任

命
さ
れ
て
い
た
（
史
実
で
は
二
年
後
）。
鎮
守
府
将
軍
の
任
期
も
五
年
で
あ
る��

11

か
ら
、
最
初
の
陸
奥
守
と
し
て
の
任
期
が
終
了
し
た
と
き
に
、
鎮
守
府
将
軍
の

任
期
も
切
れ
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。「
任
終
之
年
、
為
行
府
務
」
と
あ

る
の
は
鎮
守
府
将
軍
の
任
期
切
れ
も
暗
示
し
て
い
る
が
、
頼
義
の
鎮
守
府
将
軍

の
任
期
に
関
し
て
は
、「
陸
奥
守
」
と
し
て
の
場
合
の
よ
う
な
明
ら
か
な
叙
述

は
な
い
。
頼
頼
義
の
阿
倍
氏
を
討
伐
し
続
け
よ
う
と
い
う
意
思��

12

と
、
物
語

で
は
任
期
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
鎮
守
府
将
軍
」、
そ
れ
が
こ
の
物
語

内
で
の
頼
義
が
軍
を
率
い
る
根
拠
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
物
語
は
一
気
に
阿
倍
氏
滅
亡
へ
と
つ
な
が
る
一
連
の
合
戦
へ
と
な

だ
れ
込
む
。
武
則
は
よ
く
頼
義
を
補
佐
し
、
活
躍
を
し
た
。
小
松
の
柵
の
合

戦
で
は
日
次
が
悪
く
予
期
し
な
い
時
に
戦
闘
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
可
と
す
る
頼
義
の
言
葉
に
武
則
は
同
意
を
与
え
る
。「
官
軍
」
は
緒
戦
に

勝
利
す
る
。
頼
義
・
武
則
の
率
い
る
軍
は
「
官
軍
」
と
呼
ば
れ
、
頼
義
は
「
将

軍
」
で
あ
る
。「
官
軍
」
は
長
雨
と
食
粮
の
欠
乏
に
苦
し
み
、
営
中
に
半
数
を

残
し
て
残
り
の
兵
は
周
囲
へ
食
粮
調
達
に
散
る
。
そ
こ
へ
貞
任
が
大
軍
を
率
い

て
攻
め
寄
せ
る
。
圧
倒
的
に
不
利
な
状
況
に
も
関
わ
ら
す
、
武
則
は
、
貞
任
軍

が
動
い
た
こ
と
を
逆
に
勝
機
と
見
て
頼
義
を
励
ま
し
、「
官
軍
」
は
勝
利
を
得
る
。

武
則
は
衣
川
の
関
の
戦
い
で
も
、
優
れ
た
人
選
で
「
官
軍
」
を
勝
利
へ
と
導
く
。

さ
ら
に
「
官
軍
」
は
鳥
海
の
柵
、
厨
川
の
柵
を
攻
め
落
と
し
、
最
終
的
な
勝
利

を
得
る
。
こ
の
間
、
物
語
の
描
写
は
、
武
則
の
武
将
、
そ
し
て
戦
略
家
と
し
て

の
優
れ
た
資
質
を
描
き
出
し
、
ま
た
頼
義
と
の
間
の
深
い
信
頼
関
係
を
描
い
て

い
る
。『
陸
奥
話
記
』
に
お
け
る
武
則
の
人
物
造
形
・
位
置
づ
け
に
は
き
わ
め

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
の
課
題
と
し
、
今
回
は
、

こ
れ
ら
の
戦
闘
を
通
し
て
、源
頼
義
は
「
将
軍
」
と
呼
ば
れ
、そ
の
軍
は
「
官
軍
」
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と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
指
摘
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。
ま
た
、
最
後
の
合
戦
と

な
る
厨
川
の
柵
に
お
い
て
、
頼
義
が
八
幡
神
に
祈
願
し
、
瑞
相
を
し
め
す
鳩
が

翔
っ
て
い
る
。
頼
義
の
八
幡
神
へ
の
祈
願
、
鳩
が
示
す
瑞
相
も
ま
た
、
勝
利
へ

の
道
程
で
あ
る
と
同
時
に
、
頼
義
の
軍
を
、「
将
軍
」
頼
義
に
率
い
ら
れ
た
「
官

軍
」
と
位
置
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
頼
義
に
公
的
な
官

職
は
な
く
、
清
原
武
則
の
ひ
き
い
る
軍
兵
が
主
力
を
占
め
る
「
官
軍
」
で
あ
っ

た
の
だ
が
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
阿
倍
氏
は
滅
亡
し
、
残
党
は
捕
ら
え
ら
れ
る
。
物
語
は
頼

義
ら
へ
の
論
功
行
賞
を
述
べ
た
後
、
最
後
に
こ
の
十
二
年
に
わ
た
る
合
戦
を
総

括
し
、
中
国
と
北
方
の
匈
奴
と
の
問
題
と
対
比
し
つ
つ
、
阿
倍
氏
一
族
を
征
伐

し
た
源
頼
義
の
功
績
を
称
え
て
い
る
。
坂
上
田
村
麻
呂
以
来
の
征
夷
の
伝
統
の

う
え
に
立
っ
て
、
源
頼
義
の
阿
倍
氏
征
伐
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
に

見
え
る
。
し
か
し
、
物
語
が
実
際
に
描
い
て
い
る
の
は
、
消
極
的
な
朝
廷
、
周

辺
諸
国
の
非
協
力
、
陸
奥
守
と
し
て
任
期
を
無
視
し
て
強
引
に
戦
闘
を
勃
発
さ

せ
継
続
さ
せ
る
頼
義
の
姿
、
私
的
に
求
め
ら
れ
た
援
軍
等
、
必
ず
し
も
朝
廷

の
権
威
を
背
景
に
、
将
軍
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
征
夷
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
頼
義
の
二
度
め
の
陸
奥
守
の
任
期
終
了
後
の
康
平
五

（
一
〇
六
二
）
に
お
け
る
一
連
の
合
戦
（
こ
れ
に
よ
っ
て
阿
倍
氏
は
滅
亡
し
た
）

が
、
前
司
頼
義
が
居
座
っ
た
あ
げ
く
、
新
任
の
国
司
を
追
い
返
し
、
勝
手
に
始

め
た
戦
闘
で
あ
る
こ
と
は
『
陸
奥
話
記
』
の
叙
述
に
よ
っ
て
も
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
犯
罪
的
と
い
っ
て
よ
い
。
最
終
的
に
頼
義
父
子
や
清
原

武
則
に
新
た
な
官
位
官
職
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
朝
廷
が
阿
倍
氏
討
伐
を
結
果

万
能
的
見
地
か
ら
評
価
し
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
頼
義
が
一
貫
し
て
「
将
軍
」

と
呼
ば
れ
続
け
て
い
る
の
は
、『
陸
奥
話
記
』
が
、
断
続
的
に
戦
闘
が
続
い
た

十
二
年
間
を
通
し
て
、
中
で
も
阿
倍
氏
滅
亡
の
最
後
の
戦
闘
の
段
階
に
お
い
て
、

頼
義
が
陸
奥
守
で
は
あ
り
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
身
分
上
の
不
安
定
さ
を
隠
し
き

る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
し
物
語
を
頼
義
が
「
官
軍
」
を
率
い
て
征
夷
を
果
た

す
物
語
と
し
て
構
築
し
よ
う
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
同
内
容
の
物
語
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
巻
第

二
十
五
第
十
三
話
「
源
頼
義
朝
臣
罰
阿
倍
貞
任
等
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
陸

奥
話
記
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
貫
し
て
頼
義
を
「
守
」
と
呼
ん
で

い
る
。「
守
」
の
立
場
は
国
府
軍
を
率
い
て
何
ら
問
題
が
な
い
。
ま
た
、
都
に

「
国
解
」
を
送
達
す
る
の
も
「
守
」
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、『
陸
奥
話
記
』

の
よ
う
な
「
将
軍
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
「
守
」
が
な
す
べ
き
行
為
を
行
う
矛
盾

は
避
け
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
経
清
が
「
可
用
白
符
」
と
い
っ
て
貢
納
米
を
横
取

り
し
た
事
件
に
つ
い
て
も
、「
守
此
ヲ
制
止
ス
ル
ニ
不
能
」
と
し
て
い
る
。『
陸

奥
話
記
』
で
は
制
止
で
き
な
か
っ
た
の
が
「
将
軍
」
で
あ
っ
て
、
不
自
然
さ
が

否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。『
今
昔
物
語
集
』で
は
こ
の
よ
う
に
頼
義
を「
守
」

と
呼
ぶ
こ
と
で
不
自
然
で
な
く
な
る
部
分
が
あ
る
。『
陸
奥
話
記
』
で
は
頼
義

の
陸
奥
守
任
期
が
二
期
ま
で
で
、
二
期
目
の
任
期
終
了
後
の
新
任
国
司
を
め

ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
廷
の
阿
倍
氏
討
伐
の
意
識
が
明
確
で

な
く
な
っ
た
り
、
周
辺
諸
国
の
非
協
力
に
あ
っ
た
り
、
と
頼
義
の
「
守
」
の
地

位
や
対
朝
廷
と
の
関
係
で
、
そ
の
指
揮
権
を
巡
っ
て
不
安
定
な
部
分
が
あ
っ
た
。

『
陸
奥
話
記
』
は
一
貫
し
て
頼
義
を
「
将
軍
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
頼
義
に
阿
倍

氏
追
討
の
任
務
を
一
貫
し
て
付
与
し
、
頼
義
の
「
守
」
と
し
て
の
あ
り
よ
う
の

不
安
定
さ
を
解
消
し
、
そ
の
権
威
を
強
調
し
て
い
た
。『
今
昔
物
語
集
』
は
年

月
を
明
示
し
な
い
、
朝
廷
や
周
辺
諸
国
の
動
き
に
は
言
及
し
な
い
、
二
度
目
の

任
期
の
終
了
に
は
触
れ
な
い
等
、
頼
義
の
「
守
」
の
身
分
の
不
安
定
な
部
分
を

叙
述
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
奥
守
源
頼
義
が
朝
廷
の
権
威
を
背
景
に
阿
倍
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氏
を
滅
ぼ
し
た
征
夷
の
物
語
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
頼
義
を
「
将
軍
」
と

呼
び
続
け
る
『
陸
奥
話
記
』
と
同
様
、『
今
昔
物
語
集
』
は
頼
義
を
「
守
」
と

呼
ぶ
こ
と
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
以
来
の
征
夷
の
物
語
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

1　

本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

2　

本
文
は
日
本
思
想
大
系
新
装
版
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

3　

�

高
橋
崇
氏
は
、『
陸
奥
話
記
』
の
源
頼
義
陸
奥
守
在
任
中
の
「
一
任
無
事
」
と
い
う
叙
述

を
疑
い
、
任
鎮
守
府
将
軍
を
必
要
と
す
る
阿
倍
氏
の
何
ら
か
の
動
向
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。（
高
橋
崇　
『
蝦
夷
の
末
裔　

前
九
年
・
後
三
年
の
役
の

実
像
』　

中
央
公
論
新
社　

一
九
九
一
・
九
）

4　

�『
陸
奥
話
記
』
に
お
い
て
、地
位
で
呼
ば
れ
て
い
る
人
物
は
源
頼
義
ひ
と
り
で
あ
る
。『
将

門
記
』
に
お
い
て
は
、「
新
皇
」
と
称
し
て
以
降
の
将
門
が
、
死
亡
時
ま
で
「
新
皇
」
と

呼
ば
れ
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
常
に
地
位
の
み
で
呼
ば
れ
る
主
要
な
登
場
人
物

は
い
な
い
。

5　

�

梶
原
氏
は
『
扶
桑
略
記
』
天
喜
五
年
八
月
十
日
条
「
前
陸
奥
守
源
頼
義
襲
討
俘
囚
阿
倍

頼
時
之
間
、
給
官
符
東
山
東
海
両
道
諸
国　

可
運
充
兵
粮
之
事
、
公
卿
定
申
」
を
も
と

に
、
朝
廷
が
こ
の
天
喜
四
年
〜
五
年
の
食
糧
不
足
の
た
め
、
頼
義
の
申
請
に
よ
り
東
山
・

東
海
両
道
諸
国
に
食
糧
の
徴
収
と
運
搬
を
命
じ
た
と
す
る
（
古
典
文
庫
『
陸
奥
話
記
』）。

た
だ
し
、
こ
れ
は
「
史
実
」
の
確
認
で
あ
り
、『
陸
奥
話
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。
奥
州
一
二
年
合
戦
の
全
体
像
は
『
陸
奥
話
記
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

や
は
り
物
語
と
歴
史
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

6　

�

注
五
の
『
扶
桑
略
記
』
天
喜
五
年
八
月
十
日
条
の
い
う
官
符
は
、
年
号
だ
け
見
れ
ば
こ

の
と
き
頼
義
の
要
請
で
出
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
陸
奥
話
記
』
の
記

事
と
は
日
付
が
符
合
し
な
い
。

7　

�『
百
錬
抄
』『
朝
野
群
載
』
等
に
よ
れ
ば
、
翌
幸
平
元
（
一
〇
五
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

8　

�

阿
倍
頼
良
（
＝
頼
時
）
恩
赦
以
降
の
阿
倍
氏
討
伐
は
、源
頼
義
が
利
害
か
ら
私
的
に
行
っ

た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
。

9　

高
橋
崇
氏
も
頼
義
が
新
任
国
司
の
着
任
を
妨
げ
た
と
み
て
い
る
（
注
3
書
）。

10　

�

例
え
ば
時
代
は
下
る
が
「
保
元
物
語
」
に
は
、
乱
勃
発
に
先
立
ち
、
徳
大
寺
実
能
が
「
サ

ス
ガ
天
子
ノ
御
運
ハ
、
…
…
伊
勢
大
神
宮
、
正
八
幡
ノ
御
計
也
。」
と
述
べ
た
と
い
う
叙

述
が
あ
る
。
皇
祖
神
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
と
並
ん
で
天
子
の
命
運
ま
で
握
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。

11　

�

高
橋
崇
氏
は
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
に
再
任
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
さ
れ
る
（
注
3
書
）。

　
　

�「
定
家
朝
臣
記
（
平
定
家
）」
に
よ
れ
ば
康
平
五
（
一
〇
六
二
）
年
に
「
前
将
軍
源
頼
義
」

の
記
述
が
あ
る
旨
「
国
司
補
任
」
に
あ
る
。

12　

�

高
橋
崇
氏
は
、
源
頼
義
は
私
的
な
利
益
の
追
求
の
た
め
に
阿
倍
氏
追
討
に
こ
だ
わ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
阿
倍
氏
滅
亡
後
、
伊
予
守
に
任
命
さ
れ
て
も
二
年

間
陸
奥
か
ら
う
ご
か
な
か
っ
た
の
も
、
陸
奥
国
周
辺
に
お
い
て
何
ら
か
の
利
益
獲
得
を

期
待
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
注
3
書
）。『
陸
奥
話
記
』
に
は
頼
義
の
私
的

な
権
力
拡
張
欲
を
は
っ
き
り
伺
わ
せ
る
叙
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
阿
久
利
川
事
件
の
き

わ
め
て
専
横
な
処
理
、「
守
」
任
期
切
れ
寸
前
に
起
こ
る
戦
闘
、
清
原
氏
へ
の
私
的
な
援

助
要
請
等
、
任
務
に
忠
実
な
「
追
討
将
軍
」
と
し
て
の
み
で
は
理
解
で
き
な
い
叙
述
は

指
摘
で
き
る
。


